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常に会場を歩き回り笑いを取る喜
き

楽
らく

駄
だ

朗
ろう

氏

大盛況の研修会場

美郷町ボランティア連絡協議会
　　　会員研修会が行われました

　

３
月
29
日
（
水
）
午
後
２
時
か
ら
、
み
さ
と
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
美
郷
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
主
催
、
美
郷
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
共
催
す
る
、
会
員
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
「
日
本
笑
い
学
会
秋
田
県
人
会
」
会

長
の
人
星
亭
喜
楽
駄
朗
（
じ
ん
せ
い
て
い
き
ら
く

だ
ろ
う
）
氏
を
講
師
に
迎
え
〝
人
生
漫
談
～
笑
い

は
幸
せ
へ
の
か
け
橋
～
〟
と
い
う
演
題
で
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
笑
い
は
内
臓
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
！
笑
っ
て
健
康

に
な
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
う
た

わ
れ
て
あ
る
と
お
り
、
先
生
の
講
演
が
始
ま
る
と

同
時
に
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
、
講
演
が
終
わ
る

ま
で
の
90
分
間
、
会
場
か
ら
笑
い
声
が
途
切
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。



福 祉 だ よ り第62号 （2）

平成29年度の資金収支予算をお知らせします
支出額は　２億３,３４６万円

　

３
月
23
日（
木
）に
開
催

さ
れ
た
理
事
会
に
お
い

て
、
美
郷
町
社
会
福
祉
協

議
会
「
平
成
29
年
度
資
金

収
支
予
算
」
の
同
意
が
得

ら
れ
、
同
月
27
日（
月
）に

行
わ
れ
た
評
議
員
会
で
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

（
予
算
は
３
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
）

　

地
域
の
み
な
さ
ま
か
ら

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
会
費
や
寄
付
金
、
共
同

募
金
に
寄
せ
ら
れ
る
温
か

い
善
意
は
、
地
域
福
祉
や

在
宅
福
祉
向
上
の
た
め
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

財
政
や
経
営
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
年
を
追
う
ご

と
に
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
経
費
節
減
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
健
全
な

財
政
を
堅
持
し
つ
つ
、
地

域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の
さ

ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

ま
す
。

　

美郷町社会福祉協議会　第３期地域福祉活動計画が始まります

　美郷町社会福祉協議会では、美郷町が策定する行政計画「第２期地域福祉計画」と連携し“地域
福祉力の向上”を基本理念に、誰もが住み慣れた地域で、自分らしく、安心して生活を続けること
ができるよう、支えあいの地域づくり（地域コミュニティづくり）を目指すため、「第３期地域福
祉活動計画」を平成29年3月に策定しました。この「第３期地域福祉活動計画」は、平成33年まで
地域福祉並びに在宅福祉のさらなる向上を目指すため取り組まれます。

美郷町　第２期地域福祉計画 連 携 美郷町社会福祉協議会 
第３期地域福祉活動計画

【
基
本
理
念
】
地
域
福
祉
力
の
向
上

取組目標 美郷町社会福祉協議会が行う事業

基本
目標

基本
目標

基本
目標

重点
施策

重点
施策

重点
施策

セルフケアの推進
（ひとづくり）
【自助】

地域福祉
を支える

ひとづくり
住民参加
ふれあい

支援

安心な暮らし
を支える

体制づくり
地域福祉トー
タルケア推進
事業の強化

ともに
支えあう

地域づくり

組織財政
基盤の整備

福祉座談会
社会福祉大会
福祉教育活動推進事業
地域住民グループ支援事業
単身老人日帰り旅行
生きがい活動支援通所事業　　　　 他

フォローアップ事業
生活支援コーディネーター事業
まめだ屋運営事業・緊急一時支援事業

総合相談事業・日常生活自立支援事業
一斉除排雪活動事業・資金貸付事業
介護保険事業	 　　　　　　　　  他

セーフティネット事業
ネットワーク活動の推進
みさと福祉センターの管理・運営　 他
理事会、評議員会、監事会
福祉委員会議
共同募金会事業への協力　　　　　 他

・人材育成
・住民参加の促進

地域包括ケアの推進
（拠点づくり）
【互助】【共助】

・福祉サービスの充実
・新たな地域ニーズへの対応　他

地域共生社会の推進
（ネットワークづくり）
【互助】【共助】【公助】

・災害時体制整備
・生活環境整備　　　　　他



施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

平成29年度資金収支予算

勘定科目 予算額（千円） 説明

事

業

活

動

に

よ

る

収

支

収

入

会 費 収 入 5,964 一般・特別・法人・団体会費
寄 付 金 収 入 202

経 常 経 費 補 助 金 収 入 69,781 町補助金（運営費・センター管理・ボランティ
ア）・共同募金配分金

受 託 金 収 入 30,714
在宅介護支援センター・日常生活自立支援事業 
・高齢者支援事業・老人福祉センター・生活支
援コーディネーター事業・生活福祉資金

貸 付 事 業 収 入 1,300 たすけあい資金償還金

事 業 収 入 2,261 福祉だより広告料・事業参加費・福祉センター
利用料・利用者負担金

負 担 金 収 入 250 研修負担金

介 護 保 険 事 業 収 入 88,552
地域支援事業・居宅介護支援事業・訪問介護事
業・訪問入浴介護事業・デイサービス事業・総
合事業

障害福祉サービス等事業収入 6,687 支援等事業・特定相談支援事業・障がい児相談
支援事業

借 入 金 利 息 補 助 金 収 入 276 みさと福祉センター建設借入金利息補助金
受 取 利 息 配 当 金 収 入 20 受取利息
そ の 他 の 収 入 169 受入研修費・印刷機使用料等

事 業 活 動 収 入 計 (1) 206,176

支

出

人 件 費 支 出 152,665 職員19名・非常勤職員29名・役員報酬
事 業 費 支 出 52,040 事業費
事 務 費 支 出 5,302 事務的費用・福利厚生費
貸 付 事 業 支 出 1,300 たすけあい資金貸付金

助 成 金 支 出 2,754 福祉教育助成・出張理容サービス助成・ふれあ
いサロン助成

負 担 金 支 出 1,306 ふれあい安心電話県社協管理負担金
支 払 利 息 支 出 277 みさと福祉センター建設借入金償還利息
そ の 他 の 支 出 121

事 業 活 動 支 出 計 (2) 215,765
事 業 活 動 資 金 収 支 差 額 (3)=(1)-(2) -9,589

収
入 施 設 整 備 等 補 助 金 収 入 9,365 みさと福祉センター建設借入金元金償還金補助金

施 設 整 備 等 収 入 計 (4) 9,365
支
出 設備資金借入金元金償還支出 9,365 みさと福祉センター建設借入金元金償還金

施 設 整 備 等 支 出 計 (5) 9,365
施 設 整 備 等 資 金 収 支 差 額 (6)=(4)-(5) 0

収
入

積 立 資 産 取 崩 収 入 1,647 修繕積立取崩（経年劣化修繕）
拠 点 区 分 間 繰 入 金 収 入 36,937
そ の 他 の 活 動 に よる 収 入 2

そ の 他 の 活 動 収 入 計(7) 38,586
支
出

拠 点 区 分 間 繰 入 金 支 出 37,975
そ の 他 の 活 動 に よ る 支 出 8,336 退職共済預け金

そ の 他 の 活 動 支 出 計 (8) 46,311
その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) -7,725
予　　備　　費　　支　　出　　(10) 0
当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) -17,314
前 期 末 支 払 資 金 残 高 (12) 17,314
当 期 末 支 払 資 金 残 高 (11)+(12) 0

福 祉 だ よ り（3） 第62号



一
斉
除
排
雪
活
動
事
業
報
告

福 祉 だ よ り第62号 （4）

◎今年度の除排雪世帯数合計104世帯・参加ボランティア延べ人数835名（2回合計）
　　今年度も多くのボランティアの皆さまに支えられ、一斉除排雪活動事業を行うことができま
　した。ご協力いただきました皆さま、本当にありがとうございました。

３月27日（月）に行われた評議員会において、
平成29年度の事業計画及び予算が議決されました。

仙南地区で除排雪活動中の美郷中生徒

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会  

評
議
員
改
選

新
評
議
員
の
紹
介  

※
敬
称
略

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

　
冨
　
樫
　
さ
つ
子
（
第
一
暁
）

　
柿
　
崎
　
ル
リ
子
（
施
　
設
）

　
伊
　
藤
　
郁
　
美
（
施
　
設
）

　
鈴
　
木
　
正
　
洋
（
宝
門
町
）

　
藤
　
原
　
政
　
春
（
長
岡
森
）

　
橘
　
　
　
正
　
幸
（
外
川
原
）

　
福
　
島
　
要
　
子
（
小
荒
川
）

　
熊
　
谷
　
弘
　
子
（
米
　
町
）

　
照
　
井
　
恒
　
夫
（
駅
　
前
）

　
加
　
藤
　
香
代
子
（
石
　
神
）

　
高
　
橋
　
秀
　
峰
（
千
屋
南
部
）

　
山
　
田
　
喜
　
明
（
施
　
設
）

　
岡
　
田
　
和
　
浩
（
上
　
町
）

　
高
　
橋
　
成
　
人
（
千
屋
北
部
）

　
出
　
雲
　
房
　
子
（
中
島
・
藤
原
）

鈴
木
　
幸
夫
　
（
大
　
坂
）

高
橋
　
テ
イ
　
（
本
道
町
）

小
西
　
ヨ
シ
　
（
荒
　
町
）

辻
　
　
奈
美
子
（
荒
　
町
）

高
橋
　
　
愛
　
（
押
切
・
紀
の
国
）

梅
川
　
知
子
　
（
赤
　
城
）
　

小
野
寺
　
悦
子
（
万
願
寺
）

熊
谷
　
　
勇
　
（
土
崎
北
部
）

加
藤
　
勇
孝
　
（
新
　
町
）

佐
藤
　
博
文
　
（
下
菻
沢
）

月
輪
　
　
元
　
（
施
　
設
）

髙
橋
　
　
氾
　
（
　
塚
　
）

高
橋
　
信
子
　
（
大
　
畑
）

木
下
　
信
隆
　
（
石
　
神
）

樫
尾
　
順
子
　
（
琴
　
平
）

千
葉
　
一
夫
　
（
百
目
木
）

泉
　
　
繁
夫
　
（
赤
　
城
）

髙
橋
　
　
郷
　
（
本
道
町
）

中
村
　
裕
子
　
（
御
　
前
）

佐
藤
　
清
一
郎
（
本
　
田
）

　
※
敬
称
略

・
評
議
員
の
任
期

　

平
成
29
年
4
月
1
日
～
平
成

33
年
６
月
開
催
の
定
時
評
議
員

会
ま
で

　

評
議
員
の
任
期
満
了
に
と
も
な
う

改
選
が
行
わ
れ
、
上
記
15
名
の
方
々

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ

た
社
会
福
祉
法
に
よ
り
、
評
議
員
の

定
数
見
直
し
が
行
わ
れ
、
美
郷
町
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の
度
の
改

選
か
ら
評
議
員
の
定
数
を
33
名
か
ら

15
名
に
変
更
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
評
議
員
改
選
に
と
も
な

い
、
左
記
の
皆
さ
ん
が
評
議
員
を

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
に
わ
た

り
社
協
運
営
、
並
び
に
事
業
推
進

の
た
め
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ご
指
導
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

2
月
14
日
（
火
）
、
今
年
２
回
目

と
な
る
「
一
斉
除
排
雪
活
動
事
業
」

が
全
町
48
世
帯
を
対
象
に
行
わ
れ
ま

し
た
。　
　

　

当
日
は
、
美
郷
中
学
校
1
年
生
を

は
じ
め
町
内
企
業
や
老
人
ク
ラ
ブ
、

福
祉
施
設
や
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、
総
勢
３
８
３
名
の
方
々
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
世
帯
等
の
家
周
り
の
除
排
雪
が
目

的
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
中
高

生
た
ち
若
い
世
代
と
の
交
流
が
で
き

る
の
も
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。



介護予防体操が行われた後町地区の様子
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お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
地
域
住
民
の
生
活
の
安
定

を
図
る
た
め
、
心
配
ご
と
や
困

り
ご
と
な
ど
の
様
々
な
相
談
に

対
応
す
る
、
総
合
相
談
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
ど
な
た
で
も

気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
「
ふ

れ
あ
い
相
談
所
」
と
い
う
名
称

で
実
施
し
て
お
り
、
必
要
に
応

じ
て
関
係
機
関
へ
橋
渡
し
が
で

き
る
体
制
も
整
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
が
、
法
律
に
関
す
る
相

談
に
つ
い
て
は
、
初
回
30
分
ま

で
無
料
で
相
談
で
き
る
、
社
協

の
顧
問
弁
護
士
を
紹
介
し
て
お

り
ま
す
。

　

心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
は
一

人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
所
の
開
催
日
時
や
場
所

は
左
の
と
お
り
で
す
。

（
３
月
に
全
戸
配
布
し
た
「
平

成
29
年
度
ふ
れ
あ
い
相
談
日
程

表
」
に
は
、
開
催
日
や
担
当
相

談
員
な
ど
が
詳
し
く
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
）

「
出
張
理
容
補
助
券
」
を

　
　
　
　
　
　
発
行
し
ま
す

　

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
寝

た
き
り
の
方
の
衛
生
保
持
や
、
在
宅
で

介
護
を
行
っ
て
い
る
家
族
の
支
援
を
図

る
た
め
「
出
張
理
容
補
助
券
」
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

　

出
張
理
容
補
助
券
は
、
美
郷
町
理
容

師
会
に
加
盟
し
て
い
る
理
容
店
に
出
張

理
容
を
お
願
い
し
た
際
に
、
料
金
の
一

部
と
し
て
補
助
券
（
１
枚
３
，
０
０
０

円
）
を
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。

◎
こ
の
事
業
は
、
美
郷
町
理
容
師
会
の

協
力
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

対 

象 

者
・
美
郷
町
に
住
ん
で
お
り
、
在 

　
　
　
　
　
宅
で
寝
た
き
り
の
方 

　
　
　
　
　
※
障
害
者
を
含
む

申
請
場
所
・
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

申
請
方
法
・
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　
　
　
　
　
※
印
鑑
が
必
要
で
す

発
行
枚
数
・
一
人
２
枚
ま
で

【
お
問
合
せ
】

　

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
０
１
８
７-

８
５-

２
２
９
４

地域住民グループ支援事業（ふれあいサロン）
平成29年度サロンの受付をしています

　地域住民グループ支援事業（ふれあいサロン）は、各地域
の会館等を拠点に地域の高齢者等が集い、住み慣れた地域で
生きがい作りや閉じこもりを防止し、介護予防につなげる活
動等を行う地域の住民を支援する事業です。
　ふれあいサロンを実施している地区には、年間２万円の活
動助成金を交付しており、平成28年度は74地区が対象とな
りました。サロンを始めてみたいと考えている地区の方、詳
しい内容を知りたい方は、お気軽にお問合せください。
※新規サロンの申込受付は６月末までとなっています。
【申込み・お問合せ】
　美郷町社会福祉協議会　☎0187-85-2294
　　　　※平成 28 年度の実績報告書及び平成 29 年度の申請書を下記により受付します。
　　　　　受付日時：平成29年４月19日（水）～４月21日（金）　午前９時～午後５時
　　　　　受付場所：みさと福祉センター

＊相談員が親身になって対応します。
＊関係機関への橋渡しや助言をします。
＊電話での相談や匿名でも相談できます。
＊相談の内容や個人に関する情報は守ら
　れます。
＊ふれあい相談所の利用は「無料」です。
※法律に関する相談は、社協の顧問弁護
士を紹介いたします。
（初回のみ30分まで相談無料です）
詳しくは美郷町社会福祉協議会へお問合
せください

電話０１８７－８５－２２９４

相談日時：毎週水曜日（祝祭日は休み）

　　　　　午前9時30分～12時

相談場所：みさと福祉センター（相談室）

ふれあい相談所のご案内

「
ふ
れ
あ
い
相
談
所
」
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子
ど
も
の
こ
ろ
は
、「
早
く

来
い
こ
い
お
正
月
」
と
願
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
と
は

程
遠
い
感
情
が
先
立
つ
後
期
高

齢
者
と
な
っ
た
今
日
、
月
日
の

過
ぎ
る
速
さ
だ
け
が
身
に
沁
み

ま
す
。

　

さ
て
、
美
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
で
は
、
平
成
23
年
６
月

か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
発

行
す
る「
み
さ
と
福
祉
だ
よ
り
」

の
紙
面
を
借
り
て
、
本
会
の
活

動
報
告
や
会
員
の
意
見
な
ど
を

住
民
へ
の
広
報
と
し
て
発
信
す

る
た
め
、「
美
郷
老
連
だ
よ
り
」

を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
掲
載
か
ら
６
年
目
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
今
と
な
っ
て

は
、
時
代
も
変
わ
り
、
会
員
へ

発
行
す
る
老
連
独
自
の
広
報
発

行
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま

え
、
こ
の
度
の
掲
載
を
も
っ
て

社
会
福
祉
協
議
会
が
発
行
す
る

「
み
さ
と
福
祉
だ
よ
り
」
へ
の

掲
載
は
終
了
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
社
会
福
祉
協
議

会
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上

げ
、
今
後
は
老
連
独
自
の
広
報

誌
発
行
に
向
け
て
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
会
員
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

長
い
間
お
楽
し
み
い
た
だ
き

ま
し
た
「
美
郷
老
連
だ
よ
り
」

は
、
今
回
の
掲
載
を
も
ち
ま
し

て
終
了
と
な
り
ま
す
。　

　

こ
れ
ま
で
ご
寄
稿
い
た
だ
き

ま
し
た
各
地
区
の
老
人
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
公
私
共
に
お
忙
し
い
中
ご

協
力
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

美
郷
老
連
だ
よ
り
㉟

美
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　

会
長　

進　
藤　
晃　
成

◆　認知症予防　～脳を活性化～　◆
　脳が働くときには、たくさんの血液が脳に流れますが、酸素と糖も一緒に運ばれます。
　たくさんの血液が流れることで脳は活性化され、機能が低下するのを防いだり若々しさを
保つ事につながりますが、どうしたらより多くの血液が脳に送られるでしょうか…。
　たくさんの血液を脳に送るためには、「考える」・「挑戦する」・「判断する」などの行
動を行うことが良いと言われています。
　例えば、パズルや簡単な計算をしてみる、読み書きをしたり他人と交流
を図る、新しい事を始めてみるなど、このような行動を行うことで脳には
たくさんの血液が流れ活性化します。また、これらの行動により頭を使う
ことで「認知症予防」にもつながります。そこで今回は〝連想ゲーム〟を
５問出題しますので、是非挑戦してみてください。
　※連想ゲームとは、ヒントとなるいくつかの言葉から答えを導きだすも
　　のです。
　　最初に練習問題を１問　１、タケノコ　　２、さくら　　３、わらび　　上の３つのヒ
ントから連想される答えを導きだしてください。　

　　　　　　　　　　答え：春　

〈それでは問題です〉
　第一問　　１、悲しき口笛　　２、みだれ髪　　３、川の流れのように
　第二問　　１、ジャガイモ　　２、ニンジン　　３、福神漬け
　第三問　　１、千円札　　　　２、坊ちゃん　　３、吾輩は猫である
　第四問　　１、五島　　　　　２、讃岐　　　　３、稲庭
　第五問　　１、かまくら　　　２、竹うち　　　３、天筆

答えは8ページ

◎千畑在宅介護支援センターからの「お知らせ」◎
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秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同
組
合
（
大
仙
市
） 

有
料
老
人
ホ
ー
ム   

　

ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ 　

  　

 

（
神
奈
川
県
）

《 

進
　
学 

》

飯
田
女
子
短
期
大
学
幼
児
教
育
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
長
野
県
）

仙
台
保
健
福
祉
専
門
学
校
理
学
療
法
科 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
宮
城
県
） 

岩
手
看
護
高
等
専
修
学
校    

（
岩
手
県
） 

【 
福
祉
科
の
卒
業
生 

】

　

春
風
と
と
も
に
桜
の
便
り
に
心
浮
き
立

つ
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
福
祉
科
十
二
期

生
十
六
名
も
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
先
で
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
地
域
の

皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
福
祉

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
二
期
生 

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
結
果

　

六
郷
高
校
合
格
率 

100 

％ 

　

全
国
総
受
験
者
合
格
率 

72.1
％

【 

福
祉
科
進
路
状
況 

】 

《 

就
　
職 

》  

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム  

　

六
郷
仙
南
福
祉
会　
　

    

（
美
郷
町
）

　

大
仙
福
祉
会　

 　
　

      

（
大
仙
市
） 

　

こ
も
れ
び
の
杜　
　

       

（
大
仙
市
） 

　

テ
ン
ダ
ー
ヒ
ル
ズ          

（
大
仙
市
）   

　

仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会 

（
仙
北
市
）

　

横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会 

（
横
手
市
） 

　

介
護
老
人
保
健
施
設  

　

杏
授
苑　
　
　

             

（
美
郷
町
） 

　

や
す
ら
ぎ
の
苑             

（
横
手
市
）   

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム  

　

株
式
会
社　

え
が
お　

    

（
大
仙
市
）  

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス  

　

髙
橋
医
院            　

    

（
美
郷
町
） 

福
祉
科
年
間
行
事
予
定 

福
祉
科
へ

　
進
む
に
あ
た
っ
て 

◇
間
も
な
く
本
格
的
な
福
祉
の
勉
強
が
始
ま

る
。小
学
校
か
ら
望
ん
で
い
た
六
郷
高
校
の

福
祉
科
で
介
護
の
勉
強
を
す
る
と
い
う
目
標

に
近
づ
い
た
。二
年
生
に
な
る
と
、
実
習
を
通

し
て
利
用 

者
さ
ん
と
関
わ
る
機
会
が
増
え

て
く
る
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高

め
な
が
ら
福
祉
科
の
仲
間
達
と
お
互
い
協
力

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

（
二
年　

熊
谷　

勇
介 

） 

◇
福
祉
科
に
進
ん
で
頑
張
り
た
い
こ
と
が
二

つ
あ
る
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
と
介
護
技
術
を
上
達
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。後
期
か
ら
介
護
技
術
を
学
ん
で
き
た
が

自
分
の
未
熟
さ
を
実
感
し
て
い
る
。少
し
で

も
介
護
の
手
順
を
間
違
う
と
利
用
者
さ
ん
に

大
き
な
負
担
を
か
け
て
し
ま
う
の
で
、
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

（
二
年 

田
郡　

さ
や
か
）   

◇
介
護
の
場
面
で
先
輩
達
が
先
生
方
の
簡
単

な
指
示
の
み
で
自
ら
進
ん
で
行
動
を
し
て
い

る
様
子
に
感
激
し
た
。一
年
生
に
も
的
確
な

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
先
輩
達
が
大
き
く
見
え

た
。私
も
そ
の
場
の
状
況
を
判
断
し
て
確
実

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

（
二
年  

深　

澤　
　

輝あ
き
ら）

４
月　

福
祉
科
三
年
生
分
散
実
習
Ⅰ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
展
開
実
習
） 

５
月　

福
祉
科
十
四
期
生
宣
誓
式

　
　
　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

６
月　

第
一
回
施
設
実
習
連
絡
会
議

　
　
　

福
祉
科
三
年
生
分
散
実
習
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
応
用
実
習
） 

７
月　

六
郷
高
校
文
化
祭「
笹
竹
祭
」   

　
　
　

介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
東
北
大
会 

　
　
　

各
施
設
夏
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

　
　
　

福
祉
科
三
年
生
集
中
実
習

　
　
　

中
学
生
体
験
入
学

10
月　

福
祉
科
二
年
生
分
散
実
習
Ⅰ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
基
礎
・
展
開
）

　
　
　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
開
講

　
　
　

第
二
十
七
回

　
　
　
　

全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
秋
田
大
会 

12
月　

福
祉
科
二
年
生
分
散
実
習
Ⅰ
終
了

１
月　

介
護
福
祉
士
国
家
試
験

　
　
　

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
月　

第
二
回
施
設
実
習
連
絡
会
議

３
月　

卒
業
式

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
発
表

 
◇
美
郷
町
内
小
学
校
体
験
学
習

 

◇
大
曲
支
援
学
校
交
流
会                

　
新
年
度
を
迎
え
、新
し
い
六
郷
高
校
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。今
年
は
全
国
産
業

教
育
フ
ェ
ア
秋
田
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　「
優
し
さ
と
い
う
力
」
を
発
揮
し
て
福

祉
科
全
員
で
頑
張
り
ま
す
。

男（
名
）
女（
名
）
計（
名
）

一
期
生

10

25

35

二
期
生

10

22

32

三
期
生

11

13

24

四
期
生

9

21

30

五
期
生

10

16

26

六
期
生

9

11

20

七
期
生

12

19

31

八
期
生

13

18

31

九
期
生

7

16

23

十
期
生

6

16

22

十
一
期
生

7

16

23

十
二
期
生

2

14

16

合
計

106

207

313



社会福祉法人

福 祉 だ よ り第62号 （8）

　入学式や入社式も終わり、それぞれの新生活が始まる季節となりました。この春から、就職や進学
のため家族の元を離れ、社宅や寮、アパートなどで一人暮らしを始めた方もいらっしゃるかと思います。
親元を離れ一人暮らしを始めた本人や、送り出した家族にとっては不安で一杯の春でもあるのではな

いでしょうか。それでも今年のお盆には、立派な〝大人〟になり〝お土産と土産話〟をたくさん抱えて帰省される
事と思います。成長した子どもさんの４ヵ月後を楽しみに待っていてください。　 　　　　　　　　　　　（S・O）

※受付順
（平成29年２月１日〜３月31日受付分）

■香典返し
本道町　　斎藤　章次郎  様
上畑屋　　髙橋　和廣  　様
元本堂北部　 髙階　真由美  様
今泉　　　遠野　新藏  　様
大仙市　　中村　キヨ  　様
百目木　　千葉　幸樹  　様
籠林　　　髙橋　良蔵  　様
湯竹　　　髙橋　清次  　様
大坂　　　齊藤　博次  　様

■一般寄付
天神堂　　鈴木　諄一  　様
スーパーマーケットよねや
大曲ショッピングセンター  様
美郷中学校　　　　　　  様
うたとおどりの美郷
 フェスティバル実行委員会  様
■物品寄付

今泉　　　遠野　新藏  　様
　　　　　　（プルタブ）
鶴水　　　高橋　ヨネ子  様
　　　　　　（ふきん）
仙南小学校　　　　　　  様
　　　　　　（プルタブ）
佐野 キッカワ宅配サービス   様
　　　　　　（乳飲料）
上前郷　　村田　清一  　様
　　　　　　（プルタブ）
ＪＡ秋田おばこ女性部仙南支店 様
　　　　　　（プルタブ）

※このほか、匿名でも多くの寄
　付をいただいております。

6ページ掲載の連想ゲームの答え
　１、美空ひばり
　２、カレーライス
　３、夏目漱石
　４、うどん
　５、小正月
正解はいくつありましたか？
　連想ゲームの問題を、自分で考え
ることでも脳は〝活性化〟します。
　また、家族や友人と問題を出し
合い、コミュニケーションを深める
こともでも〝活性化〟します。

みさと福祉センターの職員を紹介します

　以上の方々より当協議会に善
意の金品をいただきました。ご
厚意に対し、心よりお礼申し上
げます。

＊平成 29 年度新規採用職員＊
太田　美幸・鷹觜　陽香

　平成 29 年 4 月 1 日付け人事異動により、今年度の職員配置は
次のとおりとなりました。一年間よろしくお願いいたします。

編集後記

〒 019─1541
秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙 6番地 1

美郷町社会福祉協議会	 TEL0187（85）2294（代）	 FAX0187（85）2291
	 misato-fukushi@ceres.ocn.ne.jp

美郷町介護事業所	 TEL0187（87）6128（代）	 FAX0187（87）6680
	 misato-kaigo@ceres.ocn.ne.jp

【ホームページ】 http://www.misatocho-shakyo.or.jp/

美郷町社会福祉協議会
事務局長 渋谷　真弓

○総務課
課長 佐藤　　繁
班長 小原　昭市
主任 傳野　寛史
主任 盛岡　博美

○福祉課
課長 木村　節男
地域福祉班
班長 髙橋　文広
主任 竹村裕美子
主事 鷹觜　陽香
在宅福祉相談員 加藤　一美
事務補助員 田口　朋子
在宅介護支援センター
ソーシャルワーカー 竹村裕美子（兼務）
福祉生活サポートセンター
専門員 髙橋　文広（兼務）
在宅福祉班
班長 髙橋由美子
通所介護管理者 髙橋由美子（兼務）
主任 村田　　剛（仙南デイ）
主任 高橋真由美（六郷デイ）
主事 播摩　　俊（千畑デイ）
援助員 進藤きぬ子（千畑デイ）
援助員 大阪　誠次（千畑デイ）
看護職員 伊藤　照美（千畑デイ）
援助員 池田裕美子（六郷デイ）
援助員 小西　蓉子（仙南デイ）
援助員 中田　京子（仙南デイ）
栄養士 田口　人美（配食）
調理員 髙橋真由美（配食）
調理員 鈴木明日香（配食）
調理員 斉藤　経子（配食）

○美郷町介護事業所
所長 板谷　智子
居宅相談支援班
班長 齊藤　　彰
居宅介護支援事業
管理者　 齊藤　　彰（兼務）
主事 太田　美幸
介護支援専門員 加藤まさ子
介護支援専門員 草薙　満穂
介護支援専門員 橋本　教子
介護支援専門員 加賀谷陽子
介護支援専門員 佐藤　　幸
相談支援事業
管理者 加賀谷陽子（兼務）
相談支援専門員 橋本　教子（兼務）
相談支援専門員 福田　弘美（兼務）
介護サービス班
班長 髙橋　和幸
訪問介護事業
上席主任 小原真智子
管理者・サービス提供責任者 小原真智子（兼務）
サービス提供責任者 渋谷　好美
サービス提供責任者 東海林光子
訪問介護員 福田　弘美
訪問介護員 森川登与子
訪問介護員 佐藤とよ子
訪問介護員 照井　  子
訪問介護員 高橋カヅ子
訪問介護員 菊地千恵子
訪問介護員 高階　典子
訪問介護員 高橋　札子
訪問入浴介護事業
管理者 髙橋　和幸（兼務）
主事 髙山　文美
介護職員 小松ひとみ
介護職員 坂本　孝子

＊平成 28 年度退職者＊
大　山　文広・飛澤　裕子
西鳥羽　洋子・髙橋　幸子
　長い間お疲れ様でした


